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社員で考え社員のため

の労働運動を目指す、企業

内労働組合 

心とこころをつなぐ相互

扶助活動と、次代につなぐ

社会正義の実現を目指す 
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 Ｊ Ｒ 連 合 

 
民
主
化
闘
争
の
最
終
目
標 

Ｊ
Ｒ
か
ら
の
革
マ
ル
派
の
排
除 

そ
の
な
か
で
『
組
織
課
題
』
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け
る
会

社
と
東
労
組
の
亀
裂
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

に
お
け
る
歪
ん
だ
労
使
関
係
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
で
の
日
貨
労
本
部
役
員
の
「
ヤ

ミ
専
従
者
問
題
」
な
ど
を
挙
げ
た
上

で
、
東
日
本
に
対
し
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
労
働

組
合
と
の
統
一
問
題
も
相
ま
っ
て
、

組
織
拡
大
が
停
滞
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
今
一
度
、
民
主
化
闘
争
の

再
構
築
を
図
り
、
組
織
拡
大
、
と
り

わ
け
Ｊ
Ｒ
東
労
組
か
ら
の
組
織
拡

大
を
図
る
体
制
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
民
主
化

闘
争 

 

 

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け
る 

民
主
化
闘
争
の
再
構
築 

活
動
方
針
の
組
織
面
に
お
け
る

東
日
本
関
連
は
概
ね
次
の
通
り
。 

組
織
拡
大
が
停
滞
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け

る
民
主
化
闘
争
の
取
り
組
み
を
再

構
築
す
べ
く
、
Ｊ
Ｒ
連
合
が
進
め
る

民
主
化
闘
争
に
賛
同
す
る
組
織
を

巻
き
込
み
、
本
丸
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
労

組
の
組
織
瓦
解
を
め
ざ
す
、
民
主
化

闘
争
完
遂
を
目
的
と
し
た
共
闘
体

制
を
構
築
す
る
。 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け
る
民
主
化

闘
争
の
取
り
組
み
の
再
構
築
に
あ

た
っ
て
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
が
主
体
と
な

っ
て
、『
民
主
化
共
闘
会
議
』（
仮
称
）

を
設
置
し
、
戦
術
の
検
討
等
を
行

う
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
瓦
解
を
共
通
目
標

と
し
て
共
有
化
し
う
る
組
織
に
対

し
て
広
く
共
闘
を
呼
び
か
け
、
賛
同

し
た
組
織
と
と
も
に
、
具
体
的
な
組

織
拡
大
に
む
け
た
協
力
体
制
や
決

起
集
会
の
開
催
等
も
検
討
す
る
。 

支
援
単
組
は
、
民
主
化
当
該
単
組

か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、
当
該
単
組

の
組
織
拡
大
に
資
す
る
側
面
的
支

援
の
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。 

 

 

ジェイアール・イーストユニオンは

ＪＲ連合へのオブザーバー加盟が認

められ、松岡ＪＲ連合会長からＪＲ

連合旗が菅野委員長に手渡された。 

 

Ｊ
Ｒ
連
合
の
第
23
回
定
期
大
会
が
６
月
17
・
18
日
『
東
武
ホ
テ
ル
レ

バ
ン
ト
東
京
』
で
、「
Ｊ
Ｒ
の
責
任
産
別
と
し
て
、
政
策
制
度
、
組
織
課
題

を
主
導
的
に
解
決
し
、
安
全
で
社
会
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
を
築
こ
う
！
」

を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
た
。 

挨
拶
に
立
っ
た
松
岡
裕
次
Ｊ
Ｒ
連
合
会
長
は
、
Ｊ
Ｒ
の
代
表
産
別
た
る

Ｊ
Ｒ
連
合
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
責
任
と
自
覚
を
持
っ
た
運

動
を
展
開
す
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、『
安
全
の
確
立
』『
組
織
課
題
』『
政

策
課
題
』
『
「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
、
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
労

働
者
の
労
働
条
件
向
上
』
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方
を
提
起
し
た
。 

 

 

闘
争
の
最
終
目
標
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
へ

の
総
結
集
、
一
元
化
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

か
ら
の
革
マ
ル
派
の
排
除
で
あ
る

こ
と
を
強
く
訴
え
た
。 

ま
た
、
昨
年
５
月
に
結
成
さ
れ
た

Ｎ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
へ
の
団
体
交
渉

に
お
け
る
不
誠
実
な
会
社
対
応
に

加
え
、
組
合
潰
し
が
目
的
と
思
わ
れ

る
委
員
長
の
不
当
な
雇
い
止
め
に

対
し
、
東
京
地
裁
に
「
地
位
確
認
訴

訟
」
を
、東
京
都
労
働
委
員
会
に
「
不

当
労
働
行
為
救
済
」
の
申
し
立
て
を

行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、
完
全
勝
利

に
む
け
、
民
主
化
闘
争
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
行
動
展
開
す
る
こ

と
を
要
請
し
、
組
織
全
体
で
の
協
力

を
求
め
た
。 

  

援
の
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
民
主
化
闘
争
再

構
築
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
集

会
等
へ
の
参
加
を
要
請
す
る
。 

「
Ｊ
Ｒ
総
連
へ
の
革
マ
ル
派
浸

透
問
題
」
の
追
及
に
つ
い
て
は
、
昨

年
臨
時
国
会
の
衆
参
国
交
委
員
会

の
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
問
題
の
集
中
審

議
」
等
に
お
い
て
、
安
倍
政
権
の
考

え
方
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

今
後
も
、
適
宜
質
問
主
意
書
等
で
政

府
見
解
を
求
め
、
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
総

連
の
異
常
性
を
徹
底
的
に
指
弾
す

る
。 Ｎ

Ｒ
Ｅ
裁
判
の
完
全
勝
利
に
む

け
、
民
主
化
闘
争
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
公
判
及
び
審
問
時
に
お

け
る
傍
聴
行
動
や
集
会
等
を
展
開

す
る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
執
行
委
員
会
あ
る
い
は
組
織

戦
略
会
議
等
で
検
討
す
る
。
ま
た
、

Ｎ
Ｒ
Ｅ
会
社
の
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を

無
視
し
た
労
働
条
件
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、
Ｎ
Ｒ
Ｅ
臨
時
社
員
の
救

済
を
目
的
と
し
た
、
『
救
済
運
動
』

を
展
開
す
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
連
合
お
よ
び
主
要
産

別
、
さ
ら
に
は
マ
ス
コ
ミ
等
を
は
じ

め
と
し
て
、
内
外
に
広
く
訴
え
る
取

り
組
み
を
行
う
。 

 

（
二
面
に
関
連
記
事
） 

 

Ｊ
Ｒ
連
合 

第
23
回
定
期
大
会 

Ｊ
Ｒ
の
責
任
産
別
と
し
て
、
政
策
制
度
、
組
織
課
題
を
主
導
的
に
解
決
し
、 

安
全
で
社
会
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
を
築
こ
う
！ 

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン 

１
．「
安
全
指
針
」
「
重
大
労
災
防
止
の
行
動
指
針
」
を
活
か
し
て
職
場
か
ら
の
安
全
を
確
立
し
、 

「
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
死
亡
事
故
・
重
大
労
災
ゼ
ロ
」
を
達
成
し
よ
う
！ 

２
．
民
主
化
闘
争
の
さ
ら
な
る
強
化
を
は
か
り
、
組
織
拡
大
に
全
力
を
傾
注
し
よ
う
！ 

３
．
Ｊ
Ｒ
産
業
の
明
る
い
将
来
展
望
を
見
据
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
課
題
解
決
に
全
力
で
取
り
組
も
う
！ 

４
．
新
た
な
「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
（
２
０
１
４
～
２
０
１
８
）」
に
基
づ
き
、 

す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に
働
く
者
の
労
働
条
件
の
向
上
を
は
か
ろ
う
！ 

５
．
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
む
け
て
、
「
男
女
平
等
参
画
推
進
計
画
」
を
着
実
に
実
践
し
よ
う
！ 
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ジェイアール・ 

イーストユニオン 

仙台地本結成大会! 

 

 
６
月
24
日
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
仙
台
地
方
結

成
大
会
が
仙
台
市
情
報
産
業
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
た
。
30
名
を
超
え

る
仲
間
が
集
ま
り
、
水
間
結
成
準

備
委
員
長
か
ら
改
め
て
結
成
に
至

っ
た
経
緯
と
私
た
ち
が
目
指
す
運

動
に
つ
い
て
挨
拶
が
あ
っ
た
。
来

賓
に
は
交
運
共
済
東
日
本
事
業
本

部
東
北
支
所 

太
田
浩
事
業
副
本

部
長
、
同
仙
台
事
業
部 

伊
賀
泰

所
長
か
ら
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
。 

中
央
本
部
か
ら
は
国
井
事
務
局

長
が
駆
け
付
け
、「
東
日
本
の
民
主

化
闘
争
完
遂
と
、
自
由
に
し
て
民

主
的
労
働
運
動
を
広
く
浸
透
さ

せ
、 

 

Ｊ
Ｒ
連
合
統
制
委
員
会
答
申 

Ｊ
Ｒ
連
合
執
行
委
員
会
決
議

（
Ｊ
Ｒ
連
合
発
第
21
号
）
に
反
し

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
労
働
組
合
と
の
統

一
を
進
め
た
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日

本
ユ
ニ
オ
ン
渡
辺
委
員
長
に
対

し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
統
制
委
員
会
は
「
Ｊ

Ｒ
連
合
副
会
長
及
び
同
税
約
第
14

条
の
地
方
協
議
会
並
び
に
各
都
府

県
協
議
会
の
役
員
を
解
任
す
る
」

「
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
労
働
組

合
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
組
合
員
の

団
結
を
損
な
わ
な
い
よ
う
Ｊ
Ｒ
連

合
綱
領
に
則
り
運
動
す
る
こ
と
を

勧
告
す
る
」
と
し
た
制
裁
を
、
定

期
大
会
に
答
申
し
た
。 

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
第
11
回
執
行

委
員
会
で
は
、
新
た
に
結
成
さ
れ

た
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
労
働
組
合
」
の

加
盟
申
請
を
保
留
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合

の
組
合
員
資
格
は
、
あ
く
ま
で
Ｊ

Ｒ
連
合
と
し
て
脱
退
を
認
め
て
い

な
い
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
労
働

組
合
に
所
属
し
て
い
た
組
合
員
に

限
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

 

大 会 宣 言 

私たちは本日、「東武ホテルレバント東京」で第２３回定期大会を

開催し、新年度の運動方針を満場一致で確認した。 

最優先課題である安全確立にむけた取り組みについては、ＪＲ福

知山線事故や羽越本線事故をはじめとする事故の反省と教訓を胸に

刻むとともに、昨年度に６件の労災死亡事故が発生したことを深刻

に受け止め、引き続き「すべてのＪＲ関係労働者の死亡事故・重大

労災ゼロ」をめざし、グループ会社、協力会社を含めた働く者の手

で実効ある取り組みを進めることとする。 

交通政策については、防災・減災対策や設備の老朽化対策などの

喫緊の課題に取り組むとともに、一昨年に発足させた３つのプロジ

ェクトを中心に、中長期的視野に立った具体的な政策提言を行い、

圧倒的な政策実現力を発揮することとする。また、労働政策につい

ては、本大会で確認された「中期労働政策ビジョン（２０１４～２

０１８）」に基づき、雇用や労働条件の向上、ワーク・ライフ・バラ

ンス、そしてグループで働く仲間の労働条件の底上げをめざし、精

力的に取り組むこととする。 

また、民主化闘争については、今一度足下を固め、ＪＲ東日本に

おける民主化闘争を再構築し徹底した組織拡大を図るとともに、Ｊ

Ｒ北労組「ＪＲ北海道再生プラン」実現にむけた取り組みを通じて

ＪＲ総連・北鉄労との相違を鮮明にすること、そして「貨物鉄道モ

ーダルシフト」ＰＴをはじめとする政策活動と連動させることで、

広範なＪＲ労働者の共感を勝ち取り、ＪＲへの革マル派浸透問題を

一日も早く解決し、ＪＲ連合への総結集を果たすべく、戦略を持っ

た闘いを展開することとする。加えて、ＮＲＥユニオン新津委員長

の復職をめざす裁判闘争にＪＲ連合が総団結して取り組むこととす

る。 

数の奢りが目立ち始めた安倍政権下、「新成長戦略」の柱として、

雇用法制の見直しが提起されている。長時間労働・過重労働を誘発

する懸念が大きい「ホワイトカラー・エグゼンプション」、解雇の金

銭解決制度などが検討されているほか、今次国会では低賃金・不安

定雇用を固定化する。「労働者派遣法」の見直しなどが進められてい

る。企業は人（ひと）なり、人材なくして企業の成長はありえない。

一度破壊された雇用の修復には多大な時間を要し、技術立国日本の

屋台骨を揺るがしかねない。連合は「ＳＴＯＰ ＴＨＥ 格差社会！ 

暮らしの底上げ実現」キャンペーンの第二弾として、「労働者保護ル

ール改悪阻止」にむけた総結集行動を展開しているが、ＪＲ連合と

して積極的に参加し、雇用の破壊を阻止しなければならない。 

これらの多くの課題に対して、ＪＲの代表産別としての責任と自

覚をもって、本大会の議論を踏まえて、主導的に運動を展開してい

く決意を表明する。 

以上、宣言する。 

２０１４年６月１８日 

日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合） 

第 ２３ 回 定 期 大 会   

 

せ
、
明
る
く
活
力
あ
る
組
合
運
動

と
会
社
の
発
展
に
努
力
し
よ
う
」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は
、
職

場
で
の
技
術
継
承
や
組
合
に
対
す

る
認
識
や
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
、
若
手
社
員
に
し
っ
か
り
伝
え
、

10
年
後
、
20
年
後
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
中
に
し
っ
か
り
と
Ｊ
Ｒ
連
合
の

旗
を
立
て
続
け
る
よ
う
努
力
す
る

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。 

「
心
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
き

り
、
積
極
果
敢
に
ま
い
進
し
、
ジ

ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ

ン
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
中
で
第
一
組

合
・
責
任
組
合
に
躍
進
出
来
る
よ

う
、 

 

う
、
残
り
の
鉄
道
人
生
に
覚
悟
を

持
っ
て
努
力
し
て
い
く
」
と
、
力

強
く
結
成
ア
ピ
ー
ル
が
読
み
上
げ

ら
れ
、
満
場
の
承
認
を
得
て
結
成

大
会
は
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健康な人も、自然災害は 

防ぎようがない。 
家族の幸せを災害から守る 

火災共済/地震風水害共済/交通

災害共済/生命共済/入院共済 
契約引受団体：明治安田生命保険相互会社 

交運共済（JR 職域生協） 
全国交通運輸産業労働者共済生活協同組合 

 


